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にする哲学的探求」“philosophical inquiry with children”あるいは、「子どものための、ともにする





入されると、この十年ほどで飛躍的な興隆の動きが生まれている（河野 2018，第 1章；河野 2020，





























対象学年は小学 5年生で、授業は全 3回行われた。授業構成は、1時間目が、最初の 10分ほ
どで哲学対話の説明、ルールの確認（「ひとのはなしをよくきく」）、対話のコツ（「わからなくなっ
てもいい」「変わってもいい」「何をいってもいい、悪口はだめ」）、教科書の通読、教科書に書かれ
ている問いを一つ提示し、A班と B班に分かれ、A班から先に 15分ほど対話、次に B班と 15分
ほど対話を行い、残り時間に互いの班にコメントをする時間を設けた。ここで二班に分けて行っ
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